
広報おうめ　　 ．　  ．　　（７）７ ６ １

　対象者へ乳がん検診・子

宮頸がん検診無料クーポン

券を８月に送付します。受

診方法等はクーポンに同封

してある案内文をご覧くだ

さい。

★対象者

　市内在住の女性で以下の

生年月日に該当する方

・乳がん

　昭和５９年４月２日～

昭和６０年４月１日生まれ

・子宮頸がん

　平成１６年４月２日～

平成１７年４月１日生まれ

無料クーポンの送付

婦人がん検診
検診名 乳がん 子宮頸がん

検査期間 ６月２日（月）～２月２８日（土）

検診場所

東京都予防医学協会（健康センター内）、新町クリニック、

市立青梅総合医療センター、あきる台病院健診センター、

日の出ケ丘病院健診センター

下奥多摩医院、新町クリニック、林レディースクリニック、

市立青梅総合医療センター

対象者
市内在住の女性で、令和８年４月１日までに４０歳以上と

なり、令和６年度に市の乳がん検診を受診していない方

市内在住の女性で、令和８年４月１日までに２０歳以上とな

り、令和６年度に市の子宮頸がん検診を受診していない方

検査内容 問診、マンモグラフィ検査 問診、視診、内診、細胞診

費用
１，０００円 ５００円

※受診日に支払い。生活保護受給者は免除（受給証明書を提出）

申し込み

郵送
６月１６日（必着）までに希望する検診名、住所、氏名、生年月日、電話番号をはがきに記入し、

　　　　　　　　　　〒１９８－００４２東青梅１－１７４－１健康センター婦人がん検診担当へ

直接 健康センターで配布する検診申込書に記入し提出

電子
申請

申し込み期間 ６月１６日まで

受診票の送付 ７月上旬までに順次送付。受診票が届いてから検診機関に受診予約をし、受診してください。

受診対象外

乳がんを治療中または経過観察中の方、妊娠中または妊娠

の可能性がある方、授乳中または卒乳後半年未満の方、豊

胸手術をした方、水頭症シャント術を受けている方、ペー

スメーカーを使用している方

子宮疾患の治療中または経過観察中の方、子宮を全摘出し

た方

問　健康センター☎２３－２１９１

健康・福祉

「救急受診、今する？後日する？

救急車呼ぶ？」

～受診前に素人でもできる応急手当について～

日時　６月２５日（水）　午後２時～３時

会場　�市立青梅総合医療センター講堂（渡り

廊下棟１階）

内容　�急に体調を崩したりケガを被った際

に、すぐに病院を受診するべきか迷っ

た経験はありませんか？専門的な知識

がなくても、自宅や受傷現場で直ちに

すべき応急処置の方法も踏まえ、対応

方法などを分かりやすくお伝えします。

講師　�救急ＩＣＵ／救急病棟　救急看護認定

看護師　中村邦子氏

その他　�講堂は病院内のためマスク着用でお

願いします。

　市では保健事業の一環として、青梅市国民

健康保険被保険者の方を対象に、健康支援（糖

尿病性腎症重症化予防プログラム）を実施し

ます。食事や運動等の支援プログラムを通じ

て糖尿病等の症状の重症化を予防し、健康的

な生活を送ることを目的としたものです。

期間　８月～令和８年１月

回数　オンライン面談２回、電話指導６回

定員　先着２５人

　参加対象となった方へ６月６日（金）に通

知を発送します。同封のパンフレット等をご

確認のうえ、ご参加ください。

　なお、当事業は委託をしており、次の電話

番号よりご連絡する場合があります。

委託先　�㈱データホライゾン健康管理部

　　　　　０１２０－０２８－０８８

市立青梅総合医療センター
おうめ健康塾 糖尿病性腎症

重症化予防プログラムを実施します
問　病院事務局総務課総務係☎２２－３１９１

問　保険年金課給付係

国民健康保険加入中のみなさんへ

もの忘れ相談会

　地域包括支援センターすみえの認知症支援

コーディネーターによる個別相談と青梅成木

台病院による脳の元気度チェックを実施しま

す。認知症やもの忘れについて心配な方、ご

家族やご近所に気になる方がいましたらお気

軽にご相談ください。

日�時　�６月１６日（月）

　　　午後１時３０分～３時

会場　武藤設計ビル1階（東青梅４－８－１）

対�象　�認知症やもの忘れについて心配な方、

ご家族や近所で気になる人がいる方

問　�市高齢者支援課包括支援係、市地域包括
支援センターすみえ☎７８－３４４２

その他　�個別相談は申し込み

した方が優先となり

ます。（申し込みは、

市地域包括支援セン

ターすみえへ）

６月は「食育月間」・毎月１９日は「食育の日」です

　「食育」は、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と自分に必要な「食」

を選択する力を身につけ、健全な食生活を実践できる力を育てることです。

　食事は、身体に必要なエネルギーや栄養素を摂るだけでなく、心の栄養にも

なります。栄養の不足が長引くと、貧血や感染症に罹
かか

りやすくなるほか、気持

ちが落ち込むなど弊害が出てしまいます。一度に食べられなければ、小さなお

にぎりや芋、果物を利用しても良いので、おいしく食べて元気に過ごしましょう。

問　健康センター☎２３－２１９１
スマートフォンの使い方に関する相談会

日程　６月２３日（月）

時間・定員　下表のとおり

会場　福祉センター第４集会室

対象　�スマートフォンの使用について疑問や不安のある６０歳以上の

都民

※�相談内容（個人情報や契約内容に関すること等）によっては対応不可

持ち物　ご自身のスマートフォン

※本相談会は、都デジタルサービス局と共同で実施します。

申し込み　２０日までに電話で高齢者支援課いきいき高齢者係へ

～アドバイザーに１対１で使い方を相談できます～

自立センター福祉公開講座「ビーズアクセサリー」

問　市自立センター☎３２－１６３１、市障がい者福祉課庶務係

　簡単なビーズアクセサリーを楽しく作ります。

日�時　６月１８日（水）　午後１時３０分～３時３０分

会�場　市自立センター　　対�象　市民

講師　�旧ジャパンビーズクラフト協会認定講師

　　　明田川冬子氏

定員　�先着１２人（５月２１日に参加した方は参加不可）

申�し込み　電話で自立センターへ※留守番電話への申し込み不可

高齢者の方へ

時間 定員

１ １０：００～１０：３０

各回先着２人

２ １０：３０～１１：００

３ １１：００～１１：３０

４ １１：３０～１２：００

５ １２：００～１２：３０

６ １２：３０～１３：００

７ １３：００～１３：３０
各回先着１人

８ １３：３０～１４：００


